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４E実施協定

MB4照明市場における“段階的削
減”の影響に関するマッピン
グとベンチマーキング

2012年9月公開

詳しい情報

公開されているアネックスマッピングとベンチマーキングのアウトプットに関しての情報はアネックスのウ

ェブサイトhttp://mappingandbenchmarking.iea-4e.org
でご覧いただけます。詳しい情報に関してはcontact@mapping.iea-4e.orgまでEメールにてお問い合
わせください。

政策担当者への情報

n  �表面的に見ると、効率の悪い電球を減らすための規制は、どこの国も似ているようで

す。しかし、詳細に見ると規制には著しい相違点があり、それが政策の成果に大きな

差をもたらしているようです。バランスの良い政策であれば、高いエネルギー節約と

すぐれた法律遵守が見られ、規制が実施しやすくなり、その上に消費者にとってコス

ト削減に繋がります。

n  �最低エネルギー性能基準（MEPS）を導入し、定期的に更新すると、照明製品の平均効

率を改善するのにきわめて効果的です。

n  �規制の実施発表と実際の施行の間が空いてしまうと、効率の悪いランプが消費者側の在

庫となり、結局は政策の効果が現れるのが遅れることになります。

n  �最近になり規制が最も進んだ国々（オーストラリアとイギリス）では、従来の白熱電球

からの移行は、予期していた以上に電球型蛍光灯よりもハロゲンランプに移ったという

明確な傾向がうかがえます。

n  現時点では、家庭内の照明光源としてLEDはあまり浸透していません。

n  �効率の悪い照明光源を電球型蛍光灯のような長い寿命をもつ照明光源に段階的に代え

て行く結果として、近い将来に照明製品の売り上げは多きく落ち込むでしょう。

国際エネルギー機関の４E実施協定において、マ
ッピング・ベンチマーキングアネックスは様々な
国の市場で売られている製品性能を比較した結果
を政策担当者に報告しています。製品のエネルギ
ー消費の管理と効率に関して、ある国の政策の成
功例を比較参照できるとともに、エネルギー効率
の高い製品をより推奨する機会を生み出すことが
できます。この概要では、各国の照明市場におい
て非効率的な照明を段階的に削減する政策の影響
を国際的に比較し、その結果を分析した結果を説
明します。オーストラリア、オーストリア、カナ
ダ、デンマーク、ヨーロッパ連合、フランス、韓
国、台湾、イギリス、そしてアメリカ合衆国から
得た情報をもとに分析しています。
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この政策概要報告は2011年7月に公開された報告書に基づいて作成されています。データの質は国によって異なり、また図表によっ
ても違います。詳しくは報告書をご覧ください。
最終電力使用機器のエネルギー効率向上に関する国際エネルギー機関（IEA）実施協定は、ここで使用されているデータは信頼でき、
正確なものであるように最善の努力をしていますが、ここにあるデータの正確さについて保証するものではなく、この報告書の内容
に基づいてとられた行動や決定に対する責任は負いかねます。

重要な知見

規制への取り組みと、その厳格性
表面的にはどれも似通っているように見えるも
のの、非効率的な照明を徐々に減らしていくた
めの強制的な規制（MEPS）政策は地域によって
著しく異なります。以下のような相違点があり
ます：必要な性能レベルを決定する際の厳格性；
規制の対象となる光出力と製品の範囲；規制か
ら免除される製品、あるいは必要とされる低性
能製品など。そのため多くの国や地域では、実
現可能なエネルギー節約を全面的には実行され
ない場合や、成功している地域との差が大きい
場合があります。

政策による短期的な否定的影響の可能性

オーストリアでは非効率光源の削減に対する消
費者からの反動が見られ、最終的に白熱電球の
販売高は2倍になり、規制が有効（2009年）に
なる前の一年間は消費者の在庫を増やす結果に
なりました。政府当局はこのような状況を避け
るため、規制を発表したならば可及的速やかに
施行するなど、適切な行動が必要です。

段階的削減が販売高に与える影響

最も早い段階で規制が実行された地域（オースト
ラリア、デンマーク、韓国およびイギリス）で
は、白熱電球の販売高が急激に低下しました。し
かしその代わりの照明として、ハロゲン電球の販
売高が著しく上がっています。多くの場合、これ
らのハロゲン電球は買い換えた前の白熱電球に比
べてわずかに効率が良いだけで、電球型蛍光灯に
換えた場合の大幅な省エネルギーは実現していま
せん。LED照明は家庭用の照明市場ではまだ普及
していないようです。

段階的削減が効率性に与える影響
韓国が照明市場の効率を高めるためにとった行
動は、規制政策の効果が見られている他の地域
に比べても、販売されているランプの平均効率
性を2倍とすることを可能とした。この強力な
成果は、非効率的な照明光源の規制（2003年に
開始）を長期間にわたり実行しているからでし
ょう。白熱電球を段階的に削減する政策の効果
は、オーストラリア、デンマークおよびイギリ
スにおいて見られ、さらにはヨーロッパでも観
察され始めています
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MV*　安定器内蔵型電球型蛍光灯
低電圧（12ボルト）ハロゲン電球
MV*　白熱電球
MV*　ハロゲン電球（単端末）
製品の平均的効率（ルーメン／ワット


